
秋葉区 新関コミュニティ協議会

活動名：「健康・自立セミナー」 

活 動 内 容 

Q 活動のきっかけとなった地域の課題は何ですか？ 

Q 課題解決に向けて，どのような活動を行いましたか？ 

Q コミュニティ協議会の構成団体以外で連携・協力した団体等はありますか？ 

お年寄りの健康寿命延伸という社会的な課題を受け、地域住民の健康に資する活動を模索してきた。

併せて、地元の大学との連携した事業を検討していた。

近年、お年寄りなどが抱えるさまざまな病気などの原因やその対策などを、大学生の講和を中心に 

実施している。 

新潟薬科大学

実 績・効 果 

Q 活動によって，どのような効果がありましたか？ 

Q 今後，どのように活動を展開していきますか？ 

Q 活動を行う段階で，工夫した点や苦労した点はどんなところですか？ 

開催の案内や実施後の情報の伝達に配慮した。（会報・チラシ・自治会長や老人クラブとの連携など）

・地域住民の関心が高く、多くの方が参加している。 

・大学生との会話や交流が参加者の心に響き大変好評である。質問も多く関心度が高い。

大学側の配慮で年3回実施できる見込みである。大変有意義な内容なので、多くの地域住民が継

続して参加できるよう働きかけをしていきたい。





秋葉区 山の手コミュニティ協議会

活動名：やろうてば助け合い事業 

活 動 内 容 

Q 活動のきっかけとなった地域の課題は何ですか？ 

Q 課題解決に向けて，どのような活動を行いましたか？ 

Q コミュニティ協議会の構成団体以外で連携・協力した団体等はありますか？ 

介護保険制度の見直しが見込まれる中、地域で高齢者に対する支え合い体制が求められているため、

互いに助け合う取り組みが必要となっている。

「みんなが利用者！みんながボランティア！」を合い言葉に、地域の茶の間の参加者から出された 

ちょっとした困りごとを解決する、住民同士が助け合う取り組みを実施。 

できる範囲で互いに助け合いをするボランティアグループを立ち上げ、地域住民の困り事を把握し、 

その解決を図った。

なし

実 績・効 果 

Q 活動によって，どのような効果がありましたか？ 

Q 今後，どのように活動を展開していきますか？ 

Q 活動を行う段階で，工夫した点や苦労した点はどんなところですか？ 

ボランティアの枠を超えた依頼が増え、できること・できないことの振り分けが難しかった。

住み慣れた地域で互いに助け合うことで、地域から求められる喜びや、地域で見守られている安心

感が得られ、生きがいと役割互助の推進が図られた。ボランティアの人もふれあいと元気で健康づく

りも寄与する事ができた。 

やろうてば助け合い事業を持続可能にする為、ボランティアの枠を超えた依頼はコミュニティビ

ジネスを用いて地域貢献をしていきたい。





秋葉区 荻川コミュニティ振興協議会

活動名：おぎかわ子ども食堂 

活 動 内 容 

Q 活動のきっかけとなった地域の課題は何ですか？ 

Q 課題解決に向けて，どのような活動を行いましたか？ 

Q コミュニティ協議会の構成団体以外で連携・協力した団体等はありますか？ 

当コミ協構成団体（民生児童委員）の方々が休日自宅にて、一人で食事をしている児童・生徒が多

いことから、何か地域で子どもも大人も一緒に食事が出来ないかということからした活動です

活動の趣旨に賛同して、活動に参加してくれるボランティア募集活動から

地域ボランティア・結、荻川小学校のコディネーター・地域住民及び事業所・秋葉区社会福祉協議会

実 績・効 果 

Q 活動によって，どのような効果がありましたか？ 

Q 今後，どのように活動を展開していきますか？ 

Q 活動を行う段階で，工夫した点や苦労した点はどんなところですか？ 

地域住民に活動内容をＰＲする活動展開

広報活動する中において個人及び事業所よりの食材提供 

現在、児童・生徒の冬夏休み期間中での開催ですが、毎月１回開催予定を検討



秋葉区 小合地域コミュニティ協議会

活動名：地域の見守り事業 （郷土食を伝承し、子供食堂を開催）

活 動 内 容 

Q 活動のきっかけとなった地域の課題は何ですか？ 

Q 課題解決に向けて，どのような活動を行いましたか？ 

Q コミュニティ協議会の構成団体以外で連携・協力した団体等はありますか？ 

小合地区には昔から伝わる郷土料理がたくさんあるが、若い人や地区外からお嫁に来られた人はこ

れを作ることができず、どちらかというと子どもの好きな肉類が中心の献立になってしまうと聞いた。 

一方世界的に日本料理が見直されている昨今、野菜中心の郷土料理を今一度見つめ直し、健康増進

と伝統文化の保存という観点からも、今若い世代に伝えないと貴重な郷土料理が消えてしまう恐れが

ある。

１）自治会・町内会ごとに立ち上げた「いきいきサロン」で郷土料理について話し合った。 

２）その結果、各家庭でそれぞれ少しずつ違うところがあるが、それらを洗い出しレシピを作って 

みようということになった。 

３）出来上がったレシピの中より代表的なものを実際に作り、総合的に小合地区の郷土料理とする 

ことにし、レシピの冊子を作成した。

自治会・町内会ごとに立ち上げた「いきいきサロン」 

実 績・効 果 

Q 活動によって，どのような効果がありましたか？ 

Q 今後，どのように活動を展開していきますか？ 

Q 活動を行う段階で，工夫した点や苦労した点はどんなところですか？ 

１）郷土料理も各家庭により少しずつ野菜の切り方や味の付け方が違うことがわかり、皆で出されたレ

シピを検討し、小合の味ということでまとめたこと。 

２）時期的に材料がないものもあり、写真を添えることができないレシピもあった。今後時期を見て写

真を撮り追加していくことにした。

１）郷土料理レシピの冊子を作ることにより、口頭で伝えていた時より関心を持って聞いてくる人が

増えた。また冊子を有料でも良いので個人的に欲しい、子どもと一緒に作りたいなど関心を持つ

人が増えた。 

２）レシピを作成したサロン会員はいきいきと自信を持って郷土料理を作るようになった。 

３）新年会などでレシピを利用し郷土料理を作り会食したサロンもあった。

１）まだたくさんの郷土料理があるので、今後も随時資料を集めレシピを充実させていきたい。 

２）各地域で、またサロンごとに、春休み、夏休み、冬休み等を利用し、子供・親・自治会・老人

クラブ等でそれらの郷土料理を作り、子供食堂的な役割を持たせたり、世代間交流の場としたい。






